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犠轟糾 ,

円
高
が
続
き
、
外
貨
投
資

ヘ

の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
。
海

外
の
金
利
は
日
本
よ
り
も
高
い

う
え
に
、
日
本
の
景
気
の
先
行

き

や
将

来

に
期

待

が
持

て
ず

「
将
来

に
備
え
て
海
外

に
投
資

し
て
お
こ
う
」
と
考
え
る
人
も

少
な
く
な
い
。
た
だ
、
外
貨
投

資
で
は
″
思
い
込
み
″
も
多
く
、

正
し
い
知
識
や
情
報
が
な
い
と

損
を
被
る
恐
れ
が
あ
る
。

「
こ
の
円
高
は
チ
ャ
ン
ス
」
。

埼
玉
県
に
住
む
会
社
員
の
Ａ
さ

ん

（
２５
）
は
最
近
、
米
ド
ル
ど

ユ
ー
ロ
の
外
貨
預
金
口
座
を
開

設
し
た
。
日
本

の
財
政
悪
化
や

景
気
の
回
復
を
な
か
な
か
実
感

で
き
な
い
こ
と
が
不
安
で
、
将

来

に
備
え
て
海
外

に
投
資
対
象

を
広
げ
る
考
え
だ
。

一
方
、
大
阪
府
在
住

の
専
業

主
婦
の
Ｂ
さ
ん

（
４５
）
は
、
逆

に
外
貨
投
資
に
消
極
的
だ
。
約

２
年
前
に

「
金
利
が
高
く
、
も

う
か
り
そ
う
」
と
思

っ
て
豪
ド

ル
預
金
を
購
入
し
た
が
、
そ
の

後
、
急
激
な
円
高

・
豪
ド
ル
安

が
進
行
。
大
幅
な
元
本
割
れ
に

見
舞
わ
れ
た
。
以
来

「
外
貨
投

資
は
怖
い
」
と
感
じ
て
い
る
。

円
高
傾
向
が
続
く
中
、
資
産

を
増
や
す
た
め
に
外
貨
を
活
用

す
る
と
し
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
。
ま
ず
は
予
想
外

の
損

失
を
招
く
″
思
い
込
み
″
に
陥
ら

な
い
よ
う
に
注
意
し
よ
う
。

■

「
金
利
が
高
い
外
貨
預
金

は
得
」
と
は
限
ら
な
い
　
外
貨

投
資
で
手
軽

に
始
め
や
す
い
の

は
、
銀
行
が
扱
う
外
貨
預
金
だ
。

円
預
金

の
超
低
金
利
が
続
く

一

方
、
外
貨
預
金
の
金
利
は
比
較

的
高
い
。
特
に
豪
ド
ル
は
、
１

年
物
定
期
預
金

の
金
利
が
大
手

銀
行
で
２
％
台
半
ば
前
後
、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
銀
行
で
３
～
４

％
台
と
高
め
で
、
人
気
が
あ
る
。

し
か
し
、
金
利
が
高
い
外
貨

預
金
は
本
当
に
得
な
の
だ
ろ
う

か
。

フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

外貨投資思い込みに注意

を
売
る
時
）
は
中
値
よ
り
も
少

し
円
安

の
レ
ー
ト

（
Ｔ
Ｔ
Ｓ
）
、

外
貨
を
売

っ
て
円
に
戻
す
時
は

少
し
円
高

の
レ
ー
ト
（
Ｔ
Ｔ
Ｂ
）

に
な
る
。
こ
の

「
中
値
と
Ｔ
Ｔ

Ｓ
の
差
額
」

「
中
値
と
Ｔ
Ｔ
Ｂ

の
差
額
」
が
手
数
料
だ
。
手
数

料
は
通
貨

に
よ

っ
て
違
い
、　
一

般

に
大
手
銀
行
よ
リ
ネ

ッ
ト
銀

行

の
方
が
安

い
。

手
数
料
の
影
響
を
、
豪
ド
ル

を
例
に
試
算
し
た
結
果
が
図
Ａ

の
②
。
年
利
３
％
の
預
金
で
も
、

片

道

手

数

料

が
２

円
か

か

る

と
、
豪
ド
ル
が
円
に
対
し
て
高

く
な
ら
な
け
れ
ば
元
本
割
れ
に

な

っ
て
し
ま
う
。
１
豪

，レド
＝
８０

円
だ
と
、
往
復
手
数
料
で
５
％

も
差
し
引
か
れ
る
た
め
だ
。
深

野
さ
ん
は

「
手
数
料
は
安
い
方

が
い
い
。
手
数
料
が
何
％
に
な

る
か
大
ま
か
に
計
算
し
、
預
金

金
利
と
比
較
し
よ
う
」
と
話
す
。

例
え
ば
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行

の
サ
イ
ト

で
は
、
手
数
料
を
考

資
先
だ
。
金
利
が
高
い
国
は

一

般
に
景
気
も
良
く

「
金
利
が
低

い
日
本
と
比

べ
る
と
、
将
来
は

円
安

喜
同
金
利
通
貨
高
に
な
る
」

と
考
え
が
ち
だ
。

し
か
し
、
龍
谷
大
学
経
済
学

部

教

授

の
竹

中

正
治

さ

ん

は

「
長
い
目
で
見
れ
ば
、
逆
に
金

利
が
高
い
国

の
通
貨
は
下
落
す

る
傾
向
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

な
ぜ
な
の
か
。
金
利
と
通
貨

変
動

の
関
係
を
簡
単
に
ま
と
め

た
の
が
図
Ｂ
だ
。
お
金

の
価
値

は
、
突
き
詰
め
る
と

「
そ
の
お

金
で
何
が
買
え
る
か
」
、
言
い

換
え
れ
ば

「
お
金
の
購
買
力
」

だ
。
金
利
が
常
に
高

い
国
で
は

普
通
、
金
利
が
低
い
国
よ
リ
イ

ン
フ
レ
率
が
高
い
。

イ
ン
フ
レ

率
が
高
け
れ
ば
、
お
金
の
購
買

力
は
落
ち
る
。
長
い
日
で
見
れ

ば
、
金
利
が
高

い
国

の
通
貨
は

「
お
金
と
し
て
の
価
値
」
が
一ト

が
り
、
外
国
為
替
市
場
で
も
相

対
的
な
交
換
価
値
が
下
が

っ
て

し
ま
う
。

「
５
～
１０
年
と
長
め

の
期
間
で
外
貨

に
投
資
す
る
人

ほ
ど
、
こ
の
点
に
注
意
が
必
要
」

と
竹
中
さ
ん
は
話
す
。

日

「
日
本
は
景
気
が
良
＜
な

ら
な
い
の
で
円
安
に
な
る
」
と

は
限
ら
な
い
　
「
日
本
は
将
来
、

人
口
が
減
り
、
国
力
も
衰
退
し

て
、
景
気
が
悪
く
な
る
の
で
円

安
に
な
る
」
。
こ
ん
な
不
安
を

漠

然

と
抱

く
人

が
少

な

く

な

い
。
景
気
が
悪
く
な
る
と
本
当

に
円
安

に
な
る

の
だ
ろ
う
か
。

過
去
５
年
を
振
り
返
る
と
、

逆

の
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
株

価
が
高
く
景
気
が
良
い
時
期
は

円
安
、
景
気
が
悪
い
時
期

に
円

高
だ

っ
た

（グ
ラ
フ
Ｃ
）
。

み
ず
ほ

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行

国
際
為
替
部

マ
ー
ケ

ッ
ト

・
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
の
唐
鎌
大
輔
さ
ん

は

「
円
安

に
な
る
の
は
円
が
売

ら
れ
る
か
ら
。
誰
が
円
を
売
る

の
か
を
考
え
る
と
、
景
気
が
悪

い
時

期

は

円

が
売

ら
れ

に
く

く
、
円
安

に
な
り
に
く
い
こ
と

が
分
か
る
」
と
話
す
。
円
を
売

る
の
は
、
ま
ず
円
を
持

つ
日
本

の
投
資
家
だ
。
日
本

に
輸
出
す

る
外
国
企
業
も
、
円
で
得
た
売

り
上
げ
収
入
を
自
国
通
貨

に
換

え
る
た
め

に
円
を
売
る
。

日
本

の
景
気
が
悪
い
と
、
日

本

へ
の
輸
出
が
減
り
、
外
国
企

業
の
売
り
上
げ
が
落
ち
込
む
。

一
方
、
日
本

の
投
資
家
は
為
替

変
動
リ
ス
ク
が
あ
る
外
貨

に
積

極
的

に
投
資
す
る
余
裕
が
な
く

な
り
、
外
貨
を
円
に
戻
す
。
こ

の
結
果
、
円
を
売
る
人
が
減

っ

て
買
う
人
が
増
え
、
円
高

に
な

る
。
景
気
が
良
く
な
る
と
逆

の

こ
と
が
お
き
て
円
安
が
進
む
。

唐
鎌
さ
ん
は

「
個
人
投
資
家

は
円
安
が
進
み
、
割
高
な
水
準

に
な

っ
て
か
ら
も
、
外
貨
を
買

い
続

け

る
傾

向

が

あ
る

よ

う

だ
」
と
指
摘
す
る
。
″
思

い
込

み
″
に
は
ま
ら
ず

に
考
え
れ
ば
、

割
高
な
外
貨
を
買
わ
ず
に
す
む

か
も
し
れ
な
い
。

（大
賀
智
子
）

出
費
は
百
人
百
様

制
作

。
■

ュ
ー
バ
ブ
リ

ッ
ク

ン
ナ
ー

（
Ｆ
Ｐ
）
の
深
野
康
彦

　

か
り
、
銀
行

の
店
頭
で
は
外
貨

　

慮
し
た
損
益
分
岐
点
の
為
替
レ

さ
ん
は

「
手
数
料

の
負
担
を
見

　

と
円
の
交
換
レ
ー
ト

の
差
と
し

　

―
卜
を
試
算
で
き
る
。

落
と
す
と
、
逆
に
損

に
つ
な
が

　

て
表
示
さ
れ
る

（
図
Ａ
の
①
）
。
　

　

■

「
金
利
が
高

い
国
の
通
貨

る
」
と
注
意
を
促
す
。
　
　

　
　

　

「
中
値
」

（
Ｔ
Ｔ
Ｍ
）
と
呼
ば

　

は
高
く
な
る
」
と
は
限
ら
な
い

手
数
料
は
、
外
貨
を
買

っ
た

　

れ
る
基
準
レ
ー
ト
を
中
心

に
、　
　
　
金
利
が
高

い
国
の
通
貨
は
、

り
円
に
戻
し
た
り
す
る
時
に
か

　

銀
行
か
ら
外
貨
を
買
う
時

（
円

　

投
資
信
託
で
も
人
気
の
高

い
投

手
数
料
負
担
・景
気
と
為
替
の
関
係
１

膵

仄

緩̈

ガ

なゝ

ご

講師を務めるセ ミナーで

「老後資金はいくら用意する

と安心ですか ?」 という質問

を受けると、答えにつまる。

ひと言で金額の目安を言え

ないのは、生活水準や退職金

の額、住宅ローンの有無など

によって、用意すべき金額が

異なるからだ。壇上から質問

者に個別の事情を尋ねること

ができないのがつらいところ

だ。

総務省の家計調査年報によ

ると、働いていない高齢夫婦

(夫65歳以上、妻60歳以上)

の世帯月収は、約23万円。税

金や社会保険料を差し引いた

手取りは約20万円である。ほ

とんどが年金収入なので、会

社員は参考になるデータだろ

う。「ねんきん定期便」で年

金額を確認する方法もある。

支出はどのデータを参考に

するかによって、結果が大き

く異なる。例えば調査Aの月

額支出38万円を使うと、毎月

の収支は18万円のマイナス。

老後生活を20年とすると、計

4320万円。これに特別支出を

足すと4500万円以上にもなる

うえ、住宅ローンの一括返済

の資金も必要なら、数字を見

ただけで不安が高まる。

一方、調査 Bの支出額は、月

25万円。毎月 5万円のマイナ

スとなり、20年間分なら1200

万円。旅行費用や冠婚葬祭費、

車買い替え費用などの特別支

出を加えたとしても「退職前

に住宅ローンを完済しておく

と、何とか用意できるかも」

と思える金額である。

調査Aの質問は「ゆとりあ

る老後を送るには毎月いくら

必要と思いますか」というも

の。興味深いのは、回答者の

8割近 くが老後を迎える前の

60歳未満という点。実際に老

後の生活を送っていない世代

が答えると、金額は多 くなり

がちだ。

調査 Bは、前述の家計調査

年報で高齢者世帯の「実際」

の支出に基づいた金額。ちな

みに金融機関がよく使うのは

調査Aの方である。

老後資金を用意しつつ「安

心」を得るには、現状把握は

欠かせない。住宅ローン返済

がなくなり (60歳までに完済

しよう)、 子供にお金がかか

らなくなったら毎月どの程度

生活費がかかるのかを見積も

るには、「今」の生活費が基

礎データとなるからだ。

「自分の場合」で考えない

限り、いくらためても不安は

解消しないことを覚えておこ

う。

(フ ァイナンシヤルフ
゜
ラン

ナー     深田 晶恵)

ミ

今
の

自
分
L

基
準
に

解
き
に
　

一

A①銀行や通貨によつて手数料は違う
く円から外貨へ、外貨から円へ交換する手数料 (片道、1通貨単位当たり)の例>
「TTS(銀行から外貨を買うときのレート)― TTM(中値)」

「TTM― TTB(銀行に外貨を売るとき
のレート)」 のそれぞれの差額が手数料

片道手数料
銀行の店頭では為替レー トはこう表示される

TTS TTM TTB

米ドリレ
A銀行 (大 手銀) 1円 91円 90円 89円

B銀行 (ネット銀 ) 025円 9025円 90円 8975円

豪 ドル
A銀行 2円 82円 80円 78円

B銀行 05円 805円 80円 795円

A②手 数 料 が損 益分 岐 点 レー トに どれ く らい影 響 す る か ?
く1豪 ドルのTTM=80円 、年利3%の外資定期預金に ,000豪 ドルを1年 FB5預ける場合 >
損益分岐点 レー ト(TTM)は ……

片道手数料乏角の場合 1片道手数料05円 の場合|、 | これより円安→ 得

1豪 ドル= 787円816円 これより1円高→損(元本割れ

(注 )預金の利息に対する課税は考慮していない

B高金利の国の通貨は長い日で見れば下がる

金利が高い国‐ 替通は物価上昇率が高い

0
物価が上がると、同じ金額で員える物が洞る

0
お金の価値が下がる

↓

お金の価値はあまり下がらない

合
金利が低い国‐ゆ普通は物価上昇率があまり高くない

金利が高い国の通貨は、為替市場での交換価値が下

‐ |    (通 貨安になる)

情
報
集
め
損
失
防
ぐ

東証株価指数   黎 閥難轟幹機#111`:甲

C株価が上がる時期は円安、株価が下がる
時期は円高の傾向

2000「 (TOI峡、左軸)

いくらあれば…
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